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令和４年第３回滝川市議会定例会（第１日目）

令和 ４年 ９月 ２日（金）

午前 ９時５６分 開 会

午前１１時３９分 散 会

〇議事日程

日程第 １ 会議録署名議員指名

日程第 ２ 会期決定

日程第 ３ 議長報告

日程第 ４ 行政報告

日程第 ５ 議案第 １号 令和４年度滝川市一般会計補正予算（第６号）

日程第 ６ 議案第 ２号 令和４年度滝川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

日程第 ７ 議案第 ３号 令和４年度滝川市介護保険特別会計補正予算（第２号）

日程第 ８ 議案第 ４号 令和４年度滝川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

日程第 ９ 議案第 ５号 令和４年度滝川市病院事業会計補正予算（第２号）

日程第１０ 議案第 ６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

日程第１１ 報告第 １号 令和３年度決算に係る健全化判断比率について

報告第 ２号 令和３年度決算に係る資金不足比率について

日程第１２ 令和３年度決算大綱説明及び監査委員の決算審査報告

認定第 １号 令和３年度滝川市一般会計歳入歳出決算の認定について

認定第 ２号 令和３年度滝川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

認定第 ３号 令和３年度滝川市公営住宅事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

認定第 ４号 令和３年度滝川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認定第 ５号 令和３年度滝川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて

認定第 ６号 令和３年度滝川市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて

認定第 ７号 令和３年度滝川市下水道事業会計決算の認定について

認定第 ８号 令和３年度滝川市病院事業会計決算の認定について

議案第 ７号 決算審査特別委員会の設置について

選任第 １号 決算審査特別委員会の委員並びに委員長及び副委員長の選任につい

て

〇出席議員 （１４名）
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１番 三 上 裕 久 君 ２番 堀 重 雄 君

３番 木 下 八重子 君 ４番 山 口 清 悦 君

５番 山 本 正 信 君 ７番 関 藤 龍 也 君

９番 佐々木 和 代 君 １０番 安 樂 良 幸 君

１１番 本 間 保 昭 君 １２番 田 村 勇 君
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〇欠席議員 （１名）

８番 寄 谷 猛 男 君

〇説 明 員
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財 政 課 長 景 由 隆 寛 君

〇本会議事務従事者

事 務 局 長 深 村 栄 司 君 事 務 局 副 主 幹 壽 崎 行 洋 君

書 記 高 橋 誠 君 書 記 吉 田 陽 愛 君
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開会 午前 ９時５６分

◎開会宣告

〇議 長 ただいまより、本日をもって招集されました令和４年第３回滝川市議会定例会を開会

いたします。

ただいまの出席議員数は、１４名であります。

欠席の申出は寄谷議員であります。

◎開議宣告

〇議 長 これより本日の会議を開きます。

◎日程第１ 会議録署名議員指名

〇議 長 日程第１、会議録署名議員指名を行います。

会議録署名議員は、議長において田村議員、柴田議員を指名いたします。

◎日程第２ 会期決定

〇議 長 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から９月１４日までの１３日間といたしたいと思

います。これに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

〇議 長 異議なしと認めます。

よって、会期は１３日間といたします。

◎日程第３ 議長報告

〇議 長 日程第３、議長報告を行います。

報告事項はお手元に印刷配付のとおりでありますので、お目通しをお願いいたします。

以上で議長報告を終わります。

◎日程第４ 行政報告

〇議 長 日程第４、行政報告を行います。

行政報告を求めます。市長。

〇市 長 おはようございます。本日、令和４年第３回滝川市議会定例会が招集され、会期中に

おきまして令和３年度各会計の決算認定のほか、補正予算並びに条例改正など幅広くご審議いただ

くわけでございますが、ご提案を申し上げます各議案につきましてはそれぞれ詳しくご説明、ご報

告を申し上げますので、十分ご審議をいただきまして、原案にご賛同いただきますよう冒頭お願い

を申し上げます。

議長より行政報告について発言の許可をいただきましたので、ご報告を申し上げます。令和４年
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６月１日から令和４年８月１９日までの間の行政報告につきましては、議案とともにあらかじめ配

付させていただいておりますので、お目通しをいただきたいと思います。

私からは、別途以下の２点につきまして口頭でご報告を申し上げます。初めに、令和４年度普通

交付税の交付額の決定につきましてご報告させていただきます。総務省は、去る７月２６日に各地

方公共団体に対する普通交付税の交付額等を決定し、閣議報告を行ったところですが、滝川市に対

する普通交付税の交付額は６４億４，３８４万円で、前年度７月算定との比較でプラス４．０パー

セント、２億４，８１５万円の増となり、臨時財政対策債発行可能額を合わせますと６５億９，７

３５万円で、前年度７月算定との比較でマイナス２．０パーセント、１億３，５１４万円の減、令

和４年度当初予算との比較ではプラス２．３パーセント、１億４，９５０万円の増となりました。

増額となった主な要因といたしましては、積雪に応じた級地の見直しが行われ、滝川市の級地区分

がこれまでの３級地から４級地に上がったことにより、基準財政需要額のうち関係する経費の算定

が増となったことなどによるものであります。全国ベースで見ますと、市町村における普通交付税

の交付額は対前年度比でプラス５．４パーセント、臨時財政対策債発行可能額を合わせるとマイナ

ス１０．４パーセントということであります。令和４年度普通交付税の交付額につきましてはただ

いま申し上げたとおりでございますが、滝川市といたしましては引き続き常に適切な見直しを図り

ながら、限られた財源の下、より効率的な事業の執行に努めてまいります。

次に、農作物の生育状況につきましてご報告いたします。今期７月から８月前半の気象は、平年

と比べて降水量は少なかったものの、気温は高く、日照時間が多い傾向であり、８月２６日に実施

された農作物生育状況において、農家の皆さんからは天候にも恵まれたことから生育は順調に進ん

でいるとお聞きしたところです。主な作物の生育状況でありますが、９月１日現在の生育状況がま

だ公表されておりませんので、８月１５日時点における生育状況をご報告いたします。水稲は、日

照に恵まれたことから出穂、開花が順調に進み、移植、直播ともに生育は平年並みに進んでいる状

況となっております。一方、草丈は平年よりやや長い傾向にあることから、今後の倒伏が懸念され

るところであります。大豆は、５月下旬の降雨により播種作業は遅れましたが、その後の高温傾向

により生育が進み、生育の進んでいる圃場で一部倒伏が見られるものの、全般的に平年並みの生育

となっております。タマネギは、７月中旬の倒伏始め以降、風の影響が小さかったため、平年並み

の倒伏となり、わせ品種が増えてきていることから、収穫作業は平年より５日早く始まっている状

況となっております。リンゴは、果実肥大が順調に進み、平年と比べ体積が１０７パーセントとな

っているほか、平年より２日早い生育となっております。今期につきましては、小麦が倒伏の影響

により細麦傾向となりましたが、今後も引き続き天候に恵まれ、水稲をはじめ、各農作物の生育が

順調に進むことを期待しております。

以上を申し上げまして、行政報告といたします。

〇議 長 次の教育行政報告につきましては、お手元に印刷配付のとおりとのことでございます

ので、お目通しをお願いいたします。

以上で報告が終わりました。

これより口頭による報告事項に対する質疑を行います。質疑ございますか。
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（なしの声あり）

〇議 長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結いたします。

これをもちまして行政報告を終わります。

◎日程第５ 議案第１号 令和４年度滝川市一般会計補正予算（第６号）

〇議 長 日程第５、議案第１号 令和４年度滝川市一般会計補正予算（第６号）を議題といた

します。

提案理由の説明を求めます。副市長。

〇副 市 長 ただいま上程されました議案第１号 令和４年度滝川市一般会計補正予算（第６号）

についてご説明いたします。

今回の補正は、令和３年度国庫補助金等の事業費の確定などに伴う返還のための補正並びに農林

水産省の農地利用効率化等支援交付金を受けて行う認定農業者等の担い手に対し農業機械を導入す

る際の費用の一部を助成するための補正などが主な内容となっております。

１ページを御覧ください。第１項で、歳入歳出予算の総額にそれぞれ７，８０３万８，０００円

を追加し、予算の総額を２２１億７，７６８万４，０００円とするものです。

第２項で、補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表によるところでございます。

２ページから３ページまでは第１表、歳入歳出予算補正でございますので、お目通し願います。

続いて、補正の内容につきまして事項別明細書により歳出からご説明申し上げますので、８ペー

ジ、９ページをお開き願います。２款１項４目財産管理費、補正額８２万７，０００円の増額につ

きましては、財産の取得、管理及び処分に要する経費の補正でございます。企業版ふるさと納税と

してご寄附いただいた寄附金のうち、令和４年度事業の財源として活用する分を除いた８２万７，

０００円をふるさと基金へ積立てするため、補正したいとするものです。

２款１項９目新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業費、補正額６３０万円の増

額につきましては、学校保健特別対策事業に要する経費の補正でございます。市内小中学校及び滝

川西高等学校における感染症対策を実施するため補正したいとするもので、費用の全額に対し新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が交付されることを見込み、計上しております。な

お、本事業に係る補正の全体額につきましては１，２６０万円となっておりますが、財源として新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金と文部科学省の学校保健特別対策事業費補助金を

活用するため、ただいまご説明申し上げました２款１項９目と後ほどご説明申し上げます１０款２

項１目、同じく３項１目、同じく４項３目に分けて計上しております。

６款１項２目農業振興費、補正額１，７２７万７，０００円の増額につきましては、２点ござい

まして、１点目は農業の振興に要する経費の補正でございます。本年４月にたきかわ農業協同組合

に管理運営を委託しております滝川市穀類乾燥調製施設、北の米蔵の西側外壁の屋根に変形箇所が

発見されました。変形の原因につきましては積雪荷重が増したことによるものと考えられ、雪害に

よる破損の場合全国市有物件災害共済会の建物総合損害共済金の対象となることから、共済金を活
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用し、屋根の修繕工事を実施するため２６０万７，０００円を補正したいとするものです。なお、

修繕費用の約８１パーセント、２１１万４，０００円が共済金で措置され、残りの約１９％、４９

万３，０００円につきましては管理委託契約に基づき、たきかわ農業協同組合にご負担いただくこ

とになります。２点目は、担い手育成に要する経費の補正でございます。農林水産省の農地利用効

率化等支援交付金は、認定農業者等の担い手が金融機関から融資を受けて農業機械を導入する際、

事業費の３割、または融資額か上限額のいずれか低い額を助成する補助制度であり、本交付金の採

択を受けた１経営体に対し助成金を支出するため１，４６７万円を補正したいとするもので、費用

の全額が今ほど説明いたしました農林水産省の農地利用効率化等支援交付金で措置されるものです。

７款１項１目商工業振興費、補正額１７万３，０００円の増額につきましては、産業振興事業に

要する経費の補正でございます。グライダーを活用して交流、関係人口の創出を図ることを目的と

し、国内各大学のグライダー部に所属する学生に対してグライダーの飛行技術の向上等に係る援助

を行い、学生のグライダー合宿を誘致する学生向けスカイワーケーション事業を実施するため、補

正したいとするものです。なお、本事業につきましては、寄附者の意向により、スカイワーケーシ

ョン事業への活用のためにとご寄附を賜りました企業版ふるさと納税を財源として実施したいとす

るものです。

１０款２項１目学校管理費、補正額３３７万５，０００円の増額につきましては、学校保健特別

対策事業に要する経費の補正でございます。学校保健特別対策事業につきましては、先ほどご説明

申し上げましたとおり、２款１項９目と１０款２項１目から同４項１目に分けて予算を計上してお

り、小学校における事業費総額は６７５万円となります。なお１０款２項１目から同じく４項１目

に計上いたしました費用につきましては、文部科学省の学校保健特別対策事業費補助金で全額が措

置されるものです。

１０款３項１目学校管理費、補正額２３０万円の増額につきましては、２点ございまして、１点

はその他中学校教育の実施及び管理に要する経費の補正でございます。寄附者の意向により、明苑

中学校の施設整備のためにとご寄附賜りました寄附金を財源といたしまして、明苑中学校体育館に

設置されている校歌額縁及び時計並びに校舎屋外時計の修繕を行うため、５０万円を補正したいと

するものです。２点目は、学校保健特別対策事業に要する経費の補正でございます。小学校と同様

に、中学校における感染症対策を実施するため１８０万円を補正したいとするもので、中学校にお

ける事業費の総額は３６０万円となります。

次のページをお開きください。１０款４項１目学校管理費、補正額１１２万５，０００円の増額

につきましては、学校保健特別対策事業に要する経費の補正でございます。小学校、中学校と同様

に、滝川西高等学校における感染症対策を実施するため補正したいとするもので、滝川西高等学校

における事業費総額は２２５万円となります。

１２款１項１目過年度過誤納還付金及び還付加算金、補正額４，６６６万１，０００円の増額に

つきましては、令和３年度国庫補助金等の確定などに伴う返還金の補正でございます。内訳につき

ましては記載のとおりとなりますので、お目通しをお願いいたします。

以上、歳出合計で７，８０３万８，０００円の増額となったところでございます。
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続きまして、歳入についてご説明申し上げますので、６ページ、７ページをお開き願います。１

６款２項６目教育費補助金から１９款１項１目一般寄附金までは、いずれも歳出関連でございます。

２１款１項１目繰越金４，７１６万１，０００円の増は、補正に必要な一般財源を繰越金で調整

したいとするものでございます。

２２款５項２目雑入２６０万７，０００円の増は、歳出関連でございます。

以上、歳入合計で７，８０３万８，０００円の増額となったところでございます。

以上を申し上げ、議案第１号の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

〇議 長 説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ございますか。三上議員。

〇三上議員 おはようございます。確認で質問させていただきます。

学校保健特別対策事業に関する関係です。小学校、中学校、高校と予算計上する予定になってお

りますけれども、内容的にはどのようなものがあるのか、ちょっと確認したいと思います。なぜこ

ういうことを聞くかというと、コロナ対策で扇風機を各学校に配置しておりますけれども、それと

同時に暑さ対策にもなるわけなのです。暑くて暑くて勉強にならない、集中できないというお話が

あったものですから、今回そういうものが含まれているのかどうか確認したいと思います。

〇議 長 三上議員、小中高全てについてですか。

（何事か言う声あり）

〇議 長 教育部長。

〇教育部長 今回学校保健特別対策事業で整備する予定で、学校から要望の上がってきているもの

で言えば、主に空気清浄機ですとか、衛生関係の消毒の消耗品の類い、そういったものが上げられ

ております。今議員がおっしゃられた扇風機については、コロナの感染が拡大した当初の段階で学

校のほうには必要数量のニーズを把握して配置した経過がございます。その後学校のほうで足りて

いる、足りていないという状況については特に声はなかったのですけれども、この補助金は柔軟に

対応できる補助事業ですので、今後必要があれば、学校の裁量で決めれるものでございますので、

その中で整備が進んでいけばいいのかなというふうには思っております。

〇議 長 三上議員。

〇三上議員 学校現場からそういう声がないということなのですね。１クラスに２台配置しており

ますよね。ただ、子供たちはこの夏暑くて集中できないという、親御さんを通しての話が私のほう

に上がってきているわけなのですが、第二小学校ではクラス２台までいかない、１台しかないとい

う話を聞いておりますけれども、大丈夫ですか。

〇議 長 教育部長。

〇教育部長 繰り返しになるかもしれませんが、必要数量については学校のほうからのニーズで既

に一旦配置しております。その後暑さの関係ですと換気の関係で必要であれば今回の補助事業の中

で整備できますので、学校の状況やクラスの人数によっても状況は違うと思いますので、学校ごと

に裁量で判断できるのがこの補助事業のよさでもございますので、学校ごとに状況を判断して整備
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されればというふうに思っております。

〇議 長 ほかに質疑ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結いたします。

これより議案第１号を採決いたします。

本案を可決することに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

〇議 長 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は可決されました。

◎日程第６ 議案第２号 令和４年度滝川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

〇議 長 日程第６、議案第２号 令和４年度滝川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。市民生活部長。

〇市民生活部長 ただいま上程されました議案第２号 令和４年度滝川市国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）につきましてご説明申し上げます。

今回の補正につきましては、令和３年度社会保障・税番号制度システム整備費等補助金の実績報

告による額の確定による返還金の補正でございます。

議案１ページになりますが、第１項で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２９万１，００

０円を追加し、予算の総額を４４億９，３８６万７，０００円とするものでございます。

第２項で、補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の額は、第１

表、歳入歳出予算補正によるところでございます。

２ページ、３ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正ですので、お目通し願います。

次のページ、４ページからは歳入歳出補正予算事項別明細書でございます。

次のページ、６ページ、７ページをお開き願います。補正の内容になりますが、歳入、６款１項

１目繰越金２９万１，０００円の増額につきましては、補助金の返還の財源を繰越金に求めたいと

するものでございます。

続きまして、８ページ、９ページをお開き願います。歳出、８款１項３目償還金２９万１，００

０円の増額です。令和３年度社会保障・税番号制度システム整備費等補助金の返還に伴う償還金の

補正で、社会保障・税番号制度システム整備費等補助金はマイナンバーカードの健康保険証利用申

込み支援のためのもので、パンフレット印刷など周知するための費用に充てております。実績報告
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に伴い、実績額が交付額を下回ったため、超過した分について返還するものでございます。

以上を申し上げまして議案第２号の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いい

たします。

〇議 長 説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結いたします。

これより議案第２号を採決いたします。

本案を可決することに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

〇議 長 異議なしと認めます。

よって、議案第２号は可決されました。

◎日程第７ 議案第３号 令和４年度滝川市介護保険特別会計補正予算（第２号）

〇議 長 日程第７、議案第３号 令和４年度滝川市介護保険特別会計補正予算（第２号）を議

題といたします。

提案理由の説明を求めます。保健福祉部長。

〇保健福祉部長 ただいま上程されました議案第３号 令和４年度滝川市介護保険特別会計補正予

算（第２号）についてご説明申し上げます。

このたびの補正は、保険事業勘定におきまして令和３年度に国等から概算交付されておりました

介護給付費等に係る負担金等及び令和２年度に国から概算交付されておりました介護保険第１号保

険料減免に対する財政支援に係る特別調整交付金につきまして実績額の確定の結果、超過交付額に

ついて本年度において償還するための増額補正を行いたいとするものでございます。

１ページを御覧願います。第１項で、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億７３５

万３，０００円を追加し、予算の総額を４０億７１２万４，０００円とするものです。

第２項で、補正後の保険事業勘定の歳入歳出予算の金額等は、第１表によるとするものです。

２ページ、３ページは第１表、歳入歳出予算補正ですので、お目通し願います。

４ページ、５ページは歳入歳出補正予算事項別明細書、総括でございます。

続きまして、補正の内容について説明をさせていただきたいと思います。８ページ、９ページを

お開き願います。７款１項２目償還金、補正額１億７３５万３，０００円を増額するもので、償還

金の内訳といたしましては介護給付費負担金として国へ７，１９７万２，５０９円、北海道へ１，
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３２４万９，３６４円、支払基金へ９２９万２，４６５円、地域支援事業費交付金として国へ５９

２万３，６５８円、北海道へ３２８万９，１０２円、支払基金へ３５３万５，４９９円、それから

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したこと等による介護保険第１号保険料減免に

対する財政支援に係る特別調整交付金として国へ９万円となってございます。

以上、歳出合計で１億７３５万３，０００円の増額となったところです。

次に、歳入につきましてご説明申し上げますので、６ページ、７ページをお開き願います。７款

１項１目繰越金、補正額１億７３５万３，０００円の増につきましては、補正に必要な財源を繰越

金で調整したいとするものであり、歳入合計で１億７３５万３，０００円の増額となったところで

す。

以上、議案第３号の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇議 長 説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結いたします。

これより議案第３号を採決いたします。

本案を可決することに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

〇議 長 異議なしと認めます。

よって、議案第３号は可決されました。

◎日程第８ 議案第４号 令和４年度滝川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

〇議 長 日程第８、議案第４号 令和４年度滝川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。市民生活部長。

〇市民生活部長 ただいま上程されました議案第４号 令和４年度滝川市後期高齢者医療特別会計

補正予算（第２号）につきましてご説明申し上げます。

この補正につきましても議案第２号と同様、令和３年度社会保障・税番号制度システム整備費等

補助金の実績報告の額の確定による返還金の補正でございます。

議案の１ページ目を御覧ください。第１項で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１１万７，

０００円を追加し、予算の総額を７億１，５７７万１，０００円とするものでございます。

第２項で、補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の額は、第１



- 11 -

表、歳入歳出予算補正によるところでございます。

２ページ、３ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正ですので、お目通し願います。

４ページ、５ページをお開き願います。歳入歳出補正予算事項別明細書でございます。

次のページ、６ページ、７ページをお開き願います。歳入の内容です。５款１項１目繰越金１１

万７，０００円の増額につきましては、補助金の返還の財源を繰越金に求めるための増額でござい

ます。

続きまして、８ページ、９ページをお開き願います。５款１項３目償還金１１万７，０００円の

増額につきましては、国民健康保険の補正と同様、令和３年度の社会保障・税番号制度システム整

備費等補助金の返還に伴う償還金の補正です。返還金が生じた内容につきましても議案第２号と同

様、マイナンバーカードの健康保険証利用申込み支援のためのもので、実績額が交付額を下回った

ため、超過した分について返還するものでございます。

以上を申し上げまして議案第４号の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いい

たします。

〇議 長 説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結いたします。

これより議案第４号を採決いたします。

本案を可決することに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

〇議 長 異議なしと認めます。

よって、議案第４号は可決されました。

◎日程第９ 議案第５号 令和４年度滝川市病院事業会計補正予算（第２号）

〇議 長 日程第９、議案第５号 令和４年度滝川市病院事業会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。

提案理由の説明を求めます。市立病院事務部長。

〇市立病院事務部長 ただいま上程されました議案第５号 令和４年度滝川市病院事業会計補正予

算（第２号）についてご説明申し上げます。

今回の補正につきましては、新型コロナウイルス感染症発生時における医療体制の強化及び検査

体制の整備を図るため、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金を受けて行う医療機器の購
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入に係る費用の補正でございます。

１ページをお開きください。第１条は総則です。

第２条は、令和４年度滝川市病院事業会計予算第２条に定めた業務の予定量の補正で、医療機械

等整備を９，８３７万６，０００円増額し、補正後２億５，３１２万６，０００円にするものです。

第３条は、予算第４条の表に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正したいとする

ものです。資本的収入額ですが、第１款資本的収入を９，８３７万６，０００円増額し、補正後３

億１４１万６，０００円に、第５項補助金を新設し、９，８３７万６，０００円を計上し、補正後

９，８３７万６，０００円にするものです。資本的支出ですが、第１款資本的支出を９，８３７万

６，０００円増額し、補正後７億２，７０５万円に、第１項建設改良費を９，８３７万６，０００

円増額し、補正後２億５，３１２万６，０００円にするものです。

２ページから５ページまでは、補正予算実施計画、予定キャッシュフロー計算書、予定貸借対照

表ですので、お目通し願います。

６ページをお開きください。資本的収入及び支出明細書についてご説明いたしますが、款及び項

については先ほど説明いたしましたので、目以下を説明させていただきます。支出から説明いたし

ます。１款１項１目設備費で９，８３７万６，０００円の増額を行い、補正後２億５，３１２万６，

０００円にするものです。内訳といたしましては、超音波画像診断装置、血液浄化装置、移動エッ

クス線撮影装置、一般エックス線撮影用フラットパネル、生体情報モニター、生化学分析装置の購

入のため、備品購入費９，８３７万６，０００円を増額補正したいとするものです。

次に、収入ですが、１款５項１目として補助金を新設し、９，８３７万６，０００円を計上し、

補正後９，８３７万６，０００円にするものです。支出で申し上げた設備費の増額に伴い、補助金

９，８３７万６，０００円を計上したいとするものです。

以上、議案第５号 令和４年度滝川市病院事業会計補正予算（第２号）の説明といたします。ご

審議のほどよろしくお願いいたします。

〇議 長 説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ございますか。柴田議員。

〇柴田議員 １点確認をさせていただきたいと思います。

新しい機器を導入することについては私は全く賛成でありますけれども、新たな機器の導入に伴

う人員の配置等については発生するのかどうなのか、ちょっと確認をさせていただきたいと思いま

す。

〇議 長 市立病院事務部長。

〇市立病院事務部長 今回の機器の導入につきましては、一般患者と分けて陽性患者に対して専用

病棟で使用するものですから、特に人員の増ということの対応は必要ないと考えております。

〇議 長 柴田議員。

〇柴田議員 今回の第７波の病院での対応については、発熱外来等で相当な繁忙だったのではない

かと、そういった状況が私の耳にも届いていたわけでありますが、今回のこの機器導入に伴って、

これは今後においての話になってしまいますが、現場への負担を極力低減するような取扱いが必要
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ではないかと思っておりますが、病院側の現時点での考え方をお伺いしておきたいと思います。

〇議 長 市立病院事務部長。

〇市立病院事務部長 今回の機械の導入で、例えば透析に関する装置だとか、そういうのも導入い

たしますけれども、感染された方が透析をやる場合、時間を分けてやっていたので、そういうこと

で超勤が増えたりと、そういった実態もございました。ただ、今回機械を導入することによって別

な場所とか、時間帯を区切って対応できることになりますので、職員の残業とか、そういう部分の

対応も解消されるものだと思っています。コロナ感染と分けて対応できることによって職員の負担

も大分軽くなるのではないかというふうに考えております。

〇議 長 ほかに質疑ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 これにて質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結いたします。

これより議案第５号を採決いたします。

本案を可決することに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

〇議 長 異議なしと認めます。

よって、議案第５号は可決されました。

◎日程第１０ 議案第６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

〇議 長 日程第１０、議案第６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を議

題といたします。

提案理由の説明を求めます。総務部長。

〇総務部長 ただいま上程されました議案第６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例について提案理由を説明いたします。

本条例の提案の趣旨ですが、国家公務員においては令和３年８月１０日に人事院が行った公務員

人事管理に関する報告及び国家公務員の育児休業等に関する法律の改正についての意見の申出の中

で国家公務員に係る妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援のために講じる措置が明らかにされ、こ

のうち育児休業の取得回数制限の緩和等に係る事項については令和４年１０月１日に施行予定とさ

れているところです。本条例は、地方公共団体の職員の勤務時間、休暇、その他の勤務条件につい

ては国家公務員の措置との権衡を踏まえることが求められていることに鑑み、国家公務員の措置に

準じ、育児休業の取得回数制限の緩和等を行うため、改正したいとするものです。

改正の内容につきましては新旧対照表で説明いたしますので、議案第６号参考資料を御覧くださ

い。第２条につきましては、育児休業をすることができない職員についての規定ですが、第３号ア
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の（ア）に規定をしていた非常勤職員の育児休業の取得要件のうち、子が１歳６か月に達する日ま

でにその任期が満了すること及び引き続いて任命権者を同じくする職に採用されないことが明らか

でないとの要件について、子の出生後８週間以内に育児休業をしようとする場合には子の出生日か

ら起算して５７日と六月を経過する日までと要件を緩和するもので、この改正により具体には非常

勤職員が子の出生の日から５７日間以内の育児休業をする場合、従来は１歳６か月以降も継続して

任用される見込みがなければ育児休業を取得できなかったものを８週間と六月を経過する日以降任

用される見込みがある場合に取得が可能となるよう改正したいとするものです。

次に、第２条第３号イにつきましては、第２条の３において非常勤職員の子が１歳以降の育児休

業の取得要件を柔軟化することに伴う条文及び文言の整理です。

参考資料２ページになります。第２条の３につきましては、非常勤職員の子が１歳以降の育児休

業の取得を柔軟化するため、１歳６か月までの期間の途中で夫婦交代での育児休業の取得及び特別

な事情のある場合の柔軟な育児休業の取得を可能とするもの及びエとして、参考資料３ページにな

ります。エとして、民間と同様、非常勤職員に係る子の１歳以降の育児休業については取得回数を

１回までとするよう要件を追加したいとするもの。

それから、第２条の４につきましては、第２条の３と同様に非常勤職員の子が２歳に達する日ま

での育児休業の取得要件を柔軟化する等のため、同様の改正を行いたいとするものです。

続きまして、参考資料の４ページになります。第３条につきましては、地方公務員の育児休業等

に関する法律の改正により育児休業の取得が原則２回まで可能となったことから、第５号で規定を

していました再度の育児休業取得に係る育児休業等計画書の提出が不要になったことに伴い、これ

に関する記載を削除し、第６号以降の繰上げを行うほか、第７号において、任期を定めて採用され

た職員にも非常勤職員と同様の取扱いをすることとするため、改正及び文言整理を行いたいとする

ものです。

続きまして、第３条の２につきましては、育児休業法の改正に伴い、改正前の第２条の５の条文

を移動し、文言整理を行ったものです。

第１０条につきましては、第３条の育児休業等計画書に関する記載の削除に伴い、育児休業等計

画書の記載を育児短時間勤務計画書に改めたいとするものです。

最後に、５ページ、附則ですが、第１項で、この条例は、令和４年１０月１日から施行すること

とし、第２項で経過措置として、この条例の施行日前に育児休業等計画書を提出した職員に対する

関係規定の適用については従前の例によることとしたいとするものです。

以上、議案第６号の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇議 長 説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論ございますか。
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（なしの声あり）

〇議 長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結いたします。

これより議案第６号を採決いたします。

本案を可決することに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

〇議 長 異議なしと認めます。

よって、議案第６号は可決されました。

◎日程第１１ 報告第１号 令和３年度決算に係る健全化判断比率について

報告第２号 令和３年度決算に係る資金不足比率について

〇議 長 日程第１１、報告第１号 令和３年度決算に係る健全化判断比率について、報告第２

号 令和３年度決算に係る資金不足比率についての２件を一括議題といたします。

説明を求めます。総務部長。

〇総務部長 ただいま上程されました報告第１号 令和３年度決算に係る健全化判断比率について

ご説明いたします。

平成２０年４月１日、地方公共団体の財政の健全化に関する法律が一部施行され、各地方公共団

体は平成１９年度決算から財政の健全性に関する指標の公表を実施することとなりました。さらに、

平成２１年４月１日には一定の比率を超えた場合の計画策定義務等を含む全体の法律が施行となっ

たことから、各比率が早期健全化基準、財政再生基準を超えた場合には財政健全化計画や財政再生

計画を策定し、財政の健全化を進めることとされております。滝川市各会計令和３年度決算等に基

づき同法第３条第１項の健全化判断比率を算定した結果、いずれの指標につきましても健全段階と

なりました。当該健全化判断比率については算定資料とともに監査委員に提出し、所定の審査を終

えたことから、同法第３条第１項の規定により、監査委員の審査意見を付して今議会に報告し、ご

承認をいただいた上で公表したいとするものです。

それでは、健全化判断比率の各指標について順次ご説明いたします。まず、実質赤字比率ですが、

この指標は普通会計における毎年の現金不足を確認するための指標です。普通会計とは、滝川市の

場合一般会計、公営住宅事業特別会計、土地区画整理事業特別会計の３会計を指します。普通会計

の実質収支額が赤字となった場合には当該比率が算定されます。令和３年度決算に係る普通会計の

実質収支額は１１億１，２４１万円の黒字となっていることから、当該比率は該当いたしません。

なお、滝川市において標準財政規模により算定される法施行令第７条の規定による早期健全化基準

は１３．０５パーセント、法施行令第８条の規定による財政再生基準は２０．００パーセントとな

っております。

次に、連結実質赤字比率ですが、この指標は普通会計のほかに各特別会計、企業会計を連結して

毎年の現金不足を確認する指標であり、連結対象会計の実質収支合計額が赤字となった場合に当該

比率が算定されます。令和３年度決算に係る連結対象の各会計の実質収支額の合計は２４億９，３
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５８万円の黒字となっていることから、当該比率は該当いたしません。なお、法施行令第７条の規

定による早期健全化基準は１８．０５パーセント、法施行令第８条の規定による財政再生基準は３

０．００パーセントとなっております。

次に、実質公債費比率ですが、この比率は全会計及び一部事務組合における毎年の公債費負担の

適正度を確認する指標です。令和３年度決算に係る実質公債費比率は８．５パーセントとなってお

ります。これまで計画的に公債費負担を軽減してきたことなどにより、令和２年度の９．４パーセ

ントから０．９パーセントの改善となっており、早期健全化基準の２５パーセントを下回っており

ます。

最後に、将来負担比率ですが、この指標は全会計、一部事務組合、第三セクター等を含めて将来

的に普通会計が負担すべきである債務等の大きさの適正度を確認する指標です。健全化判断比率の

中で唯一財政再生基準がありません。令和３年度決算に係る将来負担比率は４７．３パーセントと

なっており、普通会計の地方債残高及び公営企業債残高が減少したこと並びに充当可能基金が増加

したことなどにより、令和２年度の６８．２パーセントから２０．９パーセントの改善となってお

り、早期健全化基準である３５０パーセントを下回る数値となっております。

なお、監査委員からは審査意見として、厳しい地方財政の状況を踏まえ、歳入面では徹底した自

主財源の確保に努められ、歳出面では事業の重点化を一層進めるなど、引き続き安定した財政基盤

を構築されるよう要望するとの意見をいただいております。現状の財政の健全性をさらに高めると

ともに、それを一過性のものとしないためにも今後とも財政健全化に努めてまいります。

以上、報告第１号の説明とさせていただきます。

続きまして、報告第２号 令和３年度決算に係る資金不足比率についてご説明いたします。

報告第１号と同じく、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行により、各公営企業会計

において事業規模の２０パーセントを超える資金不足が発生した場合、当該公営企業において早期

に経営健全化基準以下とすることを目標とした経営健全化計画を策定し、経営の健全化に努めなけ

ればならないとされております。各会計令和３年度決算に基づき、同法第２２条第２項の資金不足

比率について算定資料とともに監査委員に提出し、所定の審査を終えたことから、同条第１項の規

定により、監査委員の審査意見を付して今議会に報告し、ご承認をいただいた上で公表したいとす

るものです。

該当となります病院事業会計、下水道事業会計ともに令和３年度は資金不足が発生していないこ

とから、当該比率は該当いたしません。なお、病院事業会計につきましては、令和２年度決算にお

ける資金不足比率が０．６パーセントでしたので、昨年度と比較して０．６パーセントの改善とな

りました。その主な理由としましては、経営改善に向け、病院の内部改革及び一般会計からの繰入

れの実施のほか、新型コロナウイルス患者受入れによる空床確保に伴う補助金の単価が増額となっ

たことなどの収益の増加により、流動負債の一時借入金が減少したことによるものです。

また、病院事業会計、下水道事業会計ともに資金不足比率は該当なしとなったため、監査委員か

らの意見はありません。

以上、報告第２号の説明とさせていただきます。
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〇議 長 説明が終わりました。

これより一括質疑に入ります。質疑ございますか。

（なしの声あり）

〇議 長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結いたします。

報告第１号及び第２号の２件は、いずれも報告済みといたします。

ここで議場内の空気の換気を行うため、暫時休憩いたします。再開は１１時５分といたします。

休憩 午前１０時５７分

再開 午前１１時０４分

〇議 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

◎日程第１２ 令和３年度決算大綱説明及び監査委員の決算審査報告

認定第 １号 令和３年度滝川市一般会計歳入歳出決算の認定について

認定第 ２号 令和３年度滝川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について

認定第 ３号 令和３年度滝川市公営住宅事業特別会計歳入歳出決算の認

定について

認定第 ４号 令和３年度滝川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて

認定第 ５号 令和３年度滝川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について

認定第 ６号 令和３年度滝川市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

の認定について

認定第 ７号 令和３年度滝川市下水道事業会計決算の認定について

認定第 ８号 令和３年度滝川市病院事業会計決算の認定について

議案第 ７号 決算審査特別委員会の設置について

選任第 １号 決算審査特別委員会の委員並びに委員長及び副委員長の選

任について

〇議 長 日程第１２、令和３年度決算大綱説明及び監査委員の決算審査報告並びに認定第１号

から第８号までの令和３年度滝川市各会計決算の認定について、議案第７号 決算審査特別委員会

の設置について、選任第１号 決算審査特別委員会の委員並びに委員長及び副委員長の選任につい

てを一括議題といたします。

令和３年度決算大綱の説明を求めます。市長。

〇市 長 令和３年度各会計の決算をご審議いただくに当たり、各会計歳入歳出決算書並びに決
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算説明書、決算審査意見書等を提出したところでありますが、審査に先立ちまして各会計決算の大

綱をご説明申し上げます。

令和３年度の当初予算は、一般会計２０９億５，８００万円、特別会計９６億５，５４７万円、

下水道事業会計支出２５億３，３７１万円、病院事業会計支出７８億１，４７０万円、合わせて４

０９億６，１８８万円を計上したところでありますが、その後補正予算と令和２年度からの繰越事

業費繰越額を含めた最終予算額は一般会計２６０億８０１万円、特別会計１０２億４，４５９万円、

下水道事業会計支出２７億１，８１６万円、病院事業会計支出７８億７，９２０万円、合わせて４

６８億４，９９６万円となったところであります。

令和３年度は、持続可能な財政基盤を築くために策定された「滝川市第２期財政健全化計画」を

推進する２年目であり、将来都市像を実現するための事業の実施のほか、事務・事業の効率化を図

り、市民の皆様と共に取り組んでまいりました。また、新型コロナウイルス感染症の影響により先

行きが不透明な状況が続く中、市税の収入率向上やふるさと納税の積極的な推進により財源の確保

に努めてまいりました。歳出においては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用し、感染拡大を防止するための環境整備や事業者への支援等を行ったほか、国の補助金等を財源

として新型コロナウイルスワクチン接種の推進、感染拡大の影響を大きく受けた非課税世帯等及び

子育て世帯への臨時特別給付金の給付等を実施しました。また、緊急事態宣言やまん延防止等重点

措置に伴う事業の中止や縮小、医療、福祉、介護サービス等の利用控え等、新型コロナウイルス感

染症の影響が随所に見られたところであります。

以下、各会計ごとに主な内容について申し上げます。

一般会計におきましては、予算額２６０億８０１万円で、歳入２５５億９，２９４万円に対し、

歳出２４５億９，２７１万円で、差引き１０億２３万円の剰余を生じました。歳入につきましては、

収入済額と予算現額を比較しますと４億１，５０７万円の減となっており、その主な内容は繰越金

２億９，３３６万円、地方交付税１億７，３０４万円、地方消費税交付金１億４０３万円、市税４，

６１９万円、法人事業税交付金１，８７９万円の増となり、国庫支出金５億２，２０７万円、繰入

金２億９，６５４万円、市債１億７，４４０万円、諸収入３５０３万円、使用料及び手数料２，３

０５万円、寄附金１，８４８万円の減となったことなどによりますが、令和４年度に歳入されるべ

き繰越明許費に係る歳入予算額が国庫支出金で１億７，７１３万円、地方債６，５２０万円、計２

億４，２３３万円計上されておりますことから、これを差し引いた実質的な歳入は１億７，２７４

万円の減となったところであります。

一方、歳出におきましても、予算現額と支出済額を比較しますと１４億１，５３０万円の減とな

っておりますが、非課税世帯への臨時特別給付金給付事業や丸加高原専用水道改修工事実施設計な

ど繰越明許費として令和４年度に繰り越して歳出することと決定した予算額２億４，２３９万円が

計上されておりますことから、実質的には１１億７，２９１万円の減となりました。

歳入のうち、市税、使用料及び手数料、財産収入などの自主財源は全体の３４．９パーセント、

地方交付税、国・道支出金、市債などの依存財源は６５．１パーセントとなっております。自主財

源の内訳といたしましては、市税４２億７，９９１万円、寄附金１７億４，４３６万円、諸収入１
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２億４，００８万円、繰越金９億４，６１５万円、使用料及び手数料４億３８０万円、繰入金１億

３，３６２万円、分担金及び負担金１億３，３１０万円、財産収入５，９１１万円となり、依存財

源の内訳は地方交付税７３億８，６２６万円、国・道支出金６２億８，８１８万円、市債１５億５，

４５２万円、その他１４億２，３８５万円となっております。

一方、歳出につきまして性質別に見ますと、扶助費５１億２，９０４万円、補助費等４４億７，

０３７万円、人件費３２億１，３２４万円、物件費２４億７，３９５万円、繰出金２０億５，８２

２万円、積立金１７億９，８２２万円、建設事業費１７億５，３４３万円、公債費１６億１，９７

２万円、貸付金８億８，２２４万円、維持補修費８億４２万円、出資金３億９，３８６万円となっ

ております。

次に、特別会計につきましては、特別会計全体として、歳入１０１億３，２７４万円に対し、歳

出９５億５，９５３万円で、差引き５億７，３２１万円の剰余を生じました。

国民健康保険特別会計では、予算額４７億５，１７２万円で、歳入決算額４６億９，１５７万円、

歳出決算額４５億９，９３７万円で、差引き９，２２０万円の剰余を生じました。なお、剰余金の

うち４，７００万円を基金へ繰入れし、残りを翌年度財源として繰り越しました。

歳入について見ますと、道支出金３５億８，２８９万円、国民健康保険税６億５，９０８万円、

繰入金３億９，９７４万円、諸収入などその他４，９８６万円となったところであります。

一方、歳出について見ますと、保険給付費３４億１，６８７万円、国民健康保険事業費納付金１

０億３，５３５万円、総務費６，８６０万円、保健事業費４，８１６万円、諸支出金などその他３，

０３９万円となりました。

公営住宅事業特別会計では、予算額５億５，００９万円で、歳入決算額５億８，７０３万円、歳

出決算額４億７，４７４万円で、差引き１億１，２２９万円の剰余を生じました。

歳入について見ますと、使用料及び手数料３億９１７万円、繰入金８，９１０万円、財産収入８，

５５３万円、繰越金８，３９２万円、市債１，８５０万円、諸収入８１万円となったところであり

ます。

一方、歳出について見ますと、公債費２億６７１万円、住宅事業費１億７，３３９万円、諸支出

金９，４６４万円となりました。

介護保険特別会計では、まず保険事業勘定で、予算額４１億７，３７７万円で、歳入決算額４０

億６，２１４万円、歳出決算額３７億３，２２７万円で、差引き３億２，９８７万円の剰余を生じ

ました。

歳入について見ますと、国庫支出金９億２，８５１万円、支払基金交付金８億９，４９７万円、

介護保険料７億４，６３１万円、繰入金６億１，４９０万円、道支出金５億２，８３７万円、その

他財産収入、繰越金、諸収入３億４，９０８万円となったところであります。

一方、歳出について見ますと、保険給付費３０億６，７５５万円、地域支援事業費３億６４０万

円、総務費１億１，６５１万円、その他保健福祉事業費、基金積立金、公債費、諸支出金２億４，

１８１万円となりました。

また、介護サービス事業勘定では、予算額７，２５１万円で、歳入決算額１億３５８万円、歳出
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決算額６，５７７万円で、差引き３，７８１万円の剰余を生じました。

歳入について見ますと、サービス収入７，１８９万円、繰越金３，１５７万円、諸収入１２万円

となったところです。

一方、歳出について見ますと、サービス事業費６，５７７万円となりました。

後期高齢者医療特別会計では、予算額６億６，８９０万円で、歳入決算額６億６，４９３万円、

歳出決算額６億６，３８９万円で、差引き１０４万円の剰余を生じました。

歳入について見ますと、後期高齢者医療保険料４億６，０１８万円、繰入金２億３４８万円、繰

越金７６万円、国庫支出金などその他５１万円となったところであります。

一方、歳出について見ますと、後期高齢者医療広域連合納付金６億４，６７３万円、総務費など

その他１，７１６万円となりました。

土地区画整理事業特別会計では、予算額２，７６０万円で、歳入決算額２，３４９万円、歳出決

算額２，３４９万円で歳入歳出同額となっており、剰余金は発生しておりません。

歳入について見ますと、繰入金２，３３４万円、国庫支出金１５万円となったところです。

一方、歳出について見ますと、土地区画整理事業費１，１０３万円、公債費１，２４６万円とな

りました。

次に、企業会計について申し上げます。

下水道事業会計の収益的収支では、事業収益１２億９，３２２万円に対し、事業費用１１億８，

７９１万円で、１億５３１万円の純利益となりました。

また、資本的収支では、収入７億１７０万円に対し、支出１１億４，１０８万円で、差引き不足

額４億３，９３８万円となり、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金、過

年度分損益勘定留保資金で補填しました。

病院事業会計の収益的収支では、事業収益７１億１，１７２万円に対し、事業費用は６９億２，

４０８万円となり、当初予算では４億２，０３５万円の純損失を見込んでいましたが、１億８，７

６４万円の純利益となりました。

また、資本的収支では、収入２億５，８７２万円に対し、支出７億５，６８２万円で、差引き不

足額４億９，８１０万円となり、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益

勘定留保資金で補填しました。

以上、各会計の決算の内容についてご説明申し上げました。

令和３年度決算に基づく健全化判断比率については、今議会において報告第１号、報告第２号と

して健全化判断比率及び資金不足比率の報告を行ったところでありますが、いずれの指標について

も健全段階であります。

令和３年度は、ふるさと納税の推進や事務・事業の効率化等により１７億円以上の基金積立てを

行うことができましたが、老朽化した公共施設の再編など解決すべき課題が山積しているため、今

後も一層財政の健全化を進め、その状況について透明性を持ってお知らせしていきたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。

令和３年度各会計の決算の詳細につきましては、事前配付させていただきました款別説明概要に
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おいてお示ししておりますので、よろしくご審議をいただき、ご認定いただきますようお願いを申

し上げます。

なお、誤読、数字等の読み違いなどがございましたら、お手元にお配りをさせていただいてある

文書が正しいものでございますので、ご了承賜りますようよろしくお願いを申し上げまして、決算

大綱の説明といたします。

〇議 長 次に、監査委員の決算審査報告を求めます。宮崎監査委員。

〇監査委員 最初に、１か所訂正をお願いいたします。滝川市各会計決算審査意見書４２ページ、

１行目、不能欠損の「能」の字を納付の「納」に訂正願います。大変申し訳ございませんでした。

それでは、説明に入ります。令和３年度の滝川市各会計及び公営企業会計の決算審査につきまし

て、滝川市監査基準に準拠して行いましたので、ご報告申し上げます。

初めに、地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項の規定によります滝川市の各会

計歳入歳出の決算審査でございますが、お手元の決算審査意見書をお開き願います。１ページの審

査の対象につきましては、一般会計のほか、国民健康保険特別会計、公営住宅事業特別会計、介護

保険特別会計、後期高齢者医療特別会計及び土地区画整理事業特別会計の歳入歳出決算並びに基金

の運用状況であります。

審査の期間、審査の着眼点及び実施内容につきましては、記載のとおりでありますので、お目通

し願います。

審査の結果につきましては、決算書等は法令に準拠して作成されており、関係諸帳簿と照合した

結果、表示された計数は正確であり、予算は適正に執行され、予算の流用及び予備費の充用につい

ても適正に処理されていると認められました。また、財産に関する調書並びに基金の運用状況につ

きましても計数は正確であり、保管、管理及び運用は適正であると認められました。

２ページの審査の概要でありますが、一般会計及び特別会計を合わせた決算状況では、実質収支

額は１５億７，３３２万２，０００円の黒字となり、また前年度の実質収支額を差し引いた単年度

収支額では一般会計は５，４０９万円、特別会計は６，８１３万４，０００円、総額では１億２，

２２２万５，０００円、それぞれ黒字となっております。

審査意見といたしまして、令和３年度予算は第２期滝川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の２

年目に当たり、将来人口を見据えた人口減少の克服や地方創生の推進に向けた取組と、同じく２年

目となる第２期財政健全化計画による事務事業の見直しを進めつつ、将来に向けた投資を図るなど、

計画的、効率的に編成され、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止など喫緊の課題の解決が山

積する中、財政の健全化を念頭に置き、執行されました。

決算の状況でありますが、歳入におきましては徴収対策の強化による市税の収納率の向上、ふる

さと納税返礼品の充実やポータルサイトの拡充による寄附額の大幅な増加が見られ、歳出におきま

しては病院事業会計への繰出金の減少や第２期財政健全化計画の実施による経費節減等の効果がう

かがわれます。また、経常収支比率でありますが、依然として高い水準で推移しているものの、令

和２年度は９２．９パーセント、令和３年度は８８．０パーセントと財政構造の硬直化の解消に向

けて少しずつ改善が図られています。



- 22 -

国におきましては、コロナ克服・新時代開拓のための経済対策を閣議決定し、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大防止、ウィズコロナ下での社会経済活動の再開と次なる危機への備えの強化が

示されましたが、依然として新たな変異株による感染拡大など厳しい状況が続いております。国内

の経済情勢を見ますと、内閣府の令和４年７月の月例経済報告では、景気は緩やかに持ち直してい

るとされ、先行きにつきまして感染対策に万全を期し、経済社会活動の正常化が進む中で景気が持

ち直していくことが期待されると報告されております。今後国における財政出動の先行きは不透明

でありますが、地方自治体におきましては一段と厳しい財政運営を求められることが予測されるこ

とから、第２期財政健全化計画を確実に実行され、収支改善目標額の達成に向けて行政サービスを

低下させない安定的な市政運営を望むものであります。

続きまして、決算概要でありますが、各会計決算総括表、決算収支の状況、財政指標、基金残高

の状況及び将来にわたる財政負担につきましては、３ページから８ページにかけて記載しておりま

す。また、各会計別の決算の概要、歳入及び歳出の概要でありますが、一般会計につきましては９

ページから、特別会計につきましては２８ページからそれぞれ記載しておりますので、お目通しを

願いまして、細部の説明は省略させていただきます。

次に、４１、４２ページに記載しております各会計の未収金及び不納欠損状況でありますが、審

査意見といたしまして、未収金及び不納欠損は市民の受益と負担の公平性を担保する観点から、収

納の確保と不納欠損処分に対する慎重かつ適切な対応が求められています。また、滝川市が有する

各種債権につきましても同様に適切な管理と回収が必要とされます。特に市税につきましては、一

般会計の歳入全体の２割を超える自主財源であり、税収の確保は継続的、安定的な市政運営を行う

上での重要課題であります。平成２６年度から導入されたコンビニ納付は、市税の全体納付件数の

３１．１パーセント、全体納付金額の１８．８パーセントを占めており、納付手段の一つとして定

着している状況がうかがわれます。さらには、電子マネーによる納付など今後も多様化する納税者

のライフスタイルに即した納付方法を推進し、引き続き収納率の向上に向けた一層の努力を期待す

るものであります。

続きまして、地方公営企業法第３０条第２項の規定によります公営企業会計の決算審査でござい

ますが、別冊の決算審査意見書をお開き願います。

１ページの審査の対象につきましては、下水道事業会計及び病院事業会計の決算であります。

審査の期間、審査の着眼点及び実施内容につきましては、記載のとおりでありますので、お目通

し願います。

審査の結果につきましては、決算報告書及び財務諸表並びに附属書類の計数は正確であり、関係

諸帳簿との照合の結果は符合しており、かついずれも関係法令に準拠して作成されていると認めら

れました。

審査の概要及び意見ですが、最初は下水道事業会計でございます。審査の概要でありますが、当

年度の決算を見ますと損益計算書において収益合計額は１２億９，３２２万１，０００円、費用合

計額は１１億８，７９１万４，０００円で、収支は１億５３０万８，０００円の純利益となってお

り、費用における企業債の支払利息が減少している状況が続いております。
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資金の状況につきましては、業務活動によるキャッシュフローが６億４，５４２万円のプラス、

投資活動によるキャッシュフローが３億２，８２２万６，０００円のマイナス、財務活動によるキ

ャッシュフローが１億１，４３５万５，０００円のマイナスとなった結果、前年度と比べ２億２８

４万円資金が増加し、当期末残高は９億７，０７４万６，０００円となり、安定的な資金運営とな

っています。

審査意見といたしまして、下水道事業は汚水と雨水処理の両面から快適で安全な市民生活や都市

の社会活動を支えるための必要不可欠な社会資本として重要な役割を果たしているところでありま

す。今後の経営見通しにつきましては、下水道管の老朽化による更新に伴い増加していくと思われ

る企業債の借入増や減価償却費の増などが見込まれるほか、収益の根幹であります下水道使用料が

人口減や節水機器の普及等により減少傾向で、厳しい経営状況が続くと予想されます。滝川市公共

下水道事業経営戦略、令和３年度から１２年度等に基づき、資金収支に十分配慮しながら、更新コ

ストや財源確保の方法などを検討し、計画的かつ効率的に設備の更新を行うなど、引き続き安定的

な経営に努めていただきたい。

次に、病院事業会計でございます。審査の概要でありますが、当年度の決算を見ますと損益計算

書において収益合計額は７１億１，１７２万２，０００円、費用合計額は６９億２，４０８万３，

０００円で、収支は１億８，７６３万９，０００円の純利益となっており、主な要因は前年度と比

べ医業外収益の補助金が３億２，０１６万９，０００円の増、他会計負担金が４億３４５万円の減

となったことによるものです。

資金の状況につきましては、業務活動によるキャッシュフローが７億３，６５６万３，０００円

のプラス、投資活動によるキャッシュフローが１億７，３３３万９，０００円のマイナス、財務活

動によるキャッシュフローが６億１，２２９万３，０００円のマイナスとなった結果、前年度と比

べ４，９０６万９，０００円資金が減少し、当期末残高は２，８０５万７，０００円となっていま

すが、運転資金不足による一時借入金は前年度より２億５，０００万円減の３億５，０００万円と

なったところであります。

審査意見といたしまして、市立病院は地域の基幹病院としての使命の下、地域住民が安心して受

診できる安全で質の高い医療を提供するため、医療設備の整備充実を図るとともに、新型コロナウ

イルス感染症の度重なる感染拡大の状況の中、検査、診療体制を構築し、患者ニーズに対応した良

質な医療、看護の提供が行われたところであります。また、医業収益の確保、経費の節減に取り組

むとともに、一般会計からの繰入れ、国庫補助金等の財源確保や減収の補填に伴う収益の増加によ

り一時借入金の圧縮が図られるなど、経営改善に努めたところであります。令和３年度の入院収益

及び外来収益などの医業収益は、前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響が大きく、外

来及び入院患者数が予定業務量より少ないため、予算額と比べ５億９５万円の減となりましたが、

補助金等の財源の確保等により、当年度純利益は１億８，７６４万円の黒字となりました。また、

経常収支比率は１０２．７パーセントで、前年度と比べ１．１ポイント減少しましたが、財政の硬

直化は改善されております。しかし、依然として資本合計はマイナスの状態が続き、当年度末で２

２億６，０００万円余りの資本不足となっているほか、未処理欠損金が４０億円を超えており、収
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支不足の状態が続いております。

病院事業を取り巻く経営環境は依然として非常に厳しい状況にありますが、公的医療機関として

の使命であります公共の福祉の増進及び医療水準の向上に一層貢献されるとともに、滝川市立病院

経営改善計画、令和２年度から５年度までに基づき、さらなる経営の合理化、効率化を推進し、目

的達成を目指していただきたい。

なお、各会計決算総括表につきましては４ページに、業務実績の概要、収益的収入及び支出の概

要、資本的収入及び支出の概要及び経営の状況並びに関連資料につきましては下水道事業会計は５

ページから、病院事業会計は１３ページからそれぞれ記載しており、各会計の過年度未収金及び不

納欠損状況につきましては２３ページに記載しておりますので、お目通しを願いまして、細部の説

明は省略させていただきます。

以上で令和３年度の決算審査報告を終わりますが、数字等の読み違いなどございましたら、配付

させていただいております審査意見書に記載のとおりでございますので、ご了承賜りますようお願

い申し上げます。

〇議 長 一括議題のうち議案第７号及び選任第１号は、説明、質疑、討論を省略し、直ちに一

括採決いたしたいと思います。これに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

〇議 長 異議なしと認めます。

よって、説明、質疑、討論を省略し、直ちに一括採決いたします。

議案第７号及び選任第１号の２件をいずれも可決することに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

〇議 長 異議なしと認めます。

よって、議案第７号及び選任第１号の２件は、いずれも可決されました。

議案第７号が可決されたことによりまして、一括議題のうち残りの認定第１号から第８号までの

令和３年度滝川市各会計決算の認定につきましては、それぞれ決算審査特別委員会に付託すること

に決しました。

◎休会の件について

〇議 長 お諮りいたします。

決算審査特別委員会の開会等により、９月３日から９月１２日までの１０日間を休会したいと思

います。これに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

〇議 長 異議なしと認めます。

よって、９月３日から９月１２日までの１０日間を休会することに決しました。

◎散会宣告

〇議 長 以上をもちまして本日の日程は全て終了いたしました。
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本日はこれにて散会いたしたいと思います。

散会 午前１１時３９分
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上記会議のてん末は誤りがないので、ここに署名する。

令和 年 月 日

滝川市議会議長

滝川市議会議員

滝川市議会議員


